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パートナーシップ制度について（答申）  

 令和５年６月２日付け流企第９８号で諮問のあった上記制度を導入す

るか否かについて、当審議会で審議した結果は以下のとおりです。  

今日、全国的に広がっているパートナーシップ制度について、当審議

会では、パートナーの家族を含めたファミリーシップを含め導入すべき

という結論に至りました。その理由の１つとして、本市が多様性を尊重

する社会の推進に関する条例を制定していることが挙げられます。  

 市が示したパートナーシップ制度の基本的考え方については、この制

度が誰のために必要な制度なのかを検討し、パートナーシップ及びファ

ミリーシップの定義を明確にいたしました。  

 また、一部わかりづらい表現については、わかり易い表現に改め、制

度を実効性あるものとするため、パートナーシップの要件を満たさなく

なったとき等の証明書の返還や無効の手続についても検討し、これを定

めておく必要があると考えました。  

以上を踏まえ、別紙のとおり、当審議会としてのパートナーシップ制

度の基本的考え方の修正案をお示しいたします。  

 今後、市において、制度の詳細を検討される際には、当事者がより利

用しやすい制度となるよう下記の事項について配慮されることを要望い

たします。  

記  

１．制度導入に当たっては、届出を検討されている方や届出された方の

相談に応じられるようにすること。  

２．制度を市民や事業者へ広く周知し、制度への理解と協力を得るこ

と。  

３．導入後に、社会情勢の変化や法改正等が行われた場合はを注視し、

適時・適切に見直しを行うこと。   
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